








研究計画 

行動や神経内分泌調節にみられる性差を考えてみると,脳に機能的な性差があることは明

らかである。脳の機能的性差に関連して,最近脳の形態的性差の有無が問題となってきた

1)。光学顕微鏡レベルでは,ラットの内側視束前野の一部の神経細胞群に顕著な雌雄差があ

り,雌に比べて雄の方が神経細胞の数も多く,大きさも著しく大きいことが知られている

5)。その他に腹内側核 8)や扁桃体内側核 10)などで神経核の体積に雌雄差が報告されてい

る。これらの神経核の雌雄の体積は遺伝的に決まっているものではなく,周生期の血中レベ

ルの性ホルモンによっていることが判明している。 

さらに,電子顕微鏡レベルでは,視束前野の背内側部 12),視床下部弓状核 7),腹内側核 3),

扁桃内側核 11)でシナプス結合パターンに性差があることがラットにおいて知られており,

これらの部位の神経回路の配線の雌雄パターンについても,出生時は未分化で,出生後早期

の性ホルモン環境によって決まることが判明している 2,3)。 

本研究では,性差の顕著な内側視束前野に注目し,その性差の発現機序を胎生・生後発生の

過程を通して調べた。また,性ホルモンの周生期における向神経作用を調べる目的で,新生

雌ラットの内側視束前野組織を去勢成体雌ラットの第 3 脳室内に移植し,性ホルモンを宿

主を介して投与して移植片の成長およびシナプス形成能を調べた。これは自閉症の発症頻

度に性差があり,男児に有意に多いという事実と関連して脳内の性差のある構造を研究し

ようとするものである。 


